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　Lewandowski^' (1949)によればhematite
a -Fe2O3)中にgoethite (a-Fe263り｛20｝が混
在する場合，両者は32.5%冷硝酸溶液によって
検知出来ると云う｡･前者は該溶液に不溶性であ
るとされる。
　hematiteは土壌の主な赤色着色材であり，
goethite, Lepidocrocite （７-Ｆｅ２０３･Ｈ２０）は生成
条件によって多少色を異にするが一般に"yel-
low monohydrate” とよばれ，黄色系土壌の若
色材料たる可能性がある。
　よって土壌の着色遊離酸化鉄研究の一方法と
して，赤色系および黄色系の若干の土壌をえら
第一表
び，これらに32.5%硝酸法を適用すれば試料の
脱色あるいは鉄の溶解状況に特性があらわれる
のではなかろうかとの推定のもとに本実験を行
った。
　　　　　　供　　試　　土　　狼
　土性（粘土含量）のほぽ類似する無機質の残
積土心土のうち，黄色から赤味の強いものへと
６点をえらんで試料とした。第一表はその色の
順序にならべたもので，試料の遊離酸化鉄含量
はTruogの硫化ソーダ法を簡便ｲ汐）｡して定量し
たが,処理後の粘土の色は何れも灰白色となる。
供　　試　　土　　壌
略　　　　称 風　乾　土　色
遊離酸化鉄
Fe203(％) 土　畦 母　　材 採　　　取　　　地
‘　かし谷　Y1 灰　一黄（2） 2.64 埴　土 砂　　岩 高知県介良村
天　　坪　Y,- 灰　一黄（1） 4.75 同　上 千枚岩 高知県大豊村
福井（I）M 淡　一黄　根 5. 14 同　上 角　　岩 高知市（福井）
/内原野　Ri 帯　赤一淡　根 5.01 同　上 チャート 安芸市（内原野）
一　　宮　R2 帯　赤一淡　揆 6.30 同　上 珪　　岩 高知市（一宮）
福井（II）R3 根 9.76 同　上 角　　岩 高知市（福井）
（註）土色は日本土壌協会発行基準土色帖の命名法により，土院は日本農学会法の命名法による。
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”
２
高知大学学術研究紬告.簒6･巻第21号
　　　　実験方法および結果　　　　，※各刎こ加え，密栓して室温に放置し，試料の溶
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　,解鉄量と脱色状況をしらべた。’実験開始は８月
　風乾細土の前記試料lgをそれぞれ300°1の　，上旬である。これらの測定値は第二衷の通りで
三角フラスコにとり, 32.5%硝酸溶液200mlを※　ある。
　　　　　　　　　　　　第二表　　室　温　長　期　放　置　溶　解　鉄　量　　（Ｆｅ２０３％）
Ｏ　日 ５日 15日 30　日， 60 ･･日 100　日 160日 　日
190
1.2年
かし谷Y,
　　一
暗一黄担(2)
一
同左
　　3.03
黄根（2）
　3.42
灰－黄（1）
　　3.89
灰―黄（2）
　4.28
淡一根灰
　4.28
同　左
4.29
同左
　　7.43
灰　白
天　坪Y2
　　一
暗一黄担(2)
一
周撥
　　4.74
灰褐（1）
　　5. 13
灰褐（2）
　5.,30
同　　左
　　5.44
.赤松I一灰
　5.52
同　左
5.52
同左
　8. 17
灰　白
福井（I）M 　一階　機
一
同左
　　6.69
澗黄檀
　　　ﾌ.47
暗‐黄祖（1）
　8.50
淡一黄撥
　　　9.80
床Ｔ黄褐（2）
9.95
左　同
10.06
同左
　14.86
灰　白
内原野Ri
　　一
暗一赤松(2)
一
同左
　　3.89
帯赤一淡檀
　4.43
同・左
　5.30
同ヽ左･
　5.60
灰Ｔ赤根
　5.76
同　左
5.80
同左
　13.37
同左(淡)
一　　宮R2
　　一
階一赤檀(2)
一
同左
　　5.68
暗　　機，
　6.30 ，
同　左、
　.7. 78
淡一黄根・
　8.26
灰m CO
　8.55
灰褐（2）
8.65
同左
　9.36
灰　白
福井（II）R3
　　一
階一赤檀(2)
一
同左
　　　8.40
暗一黄檀(2)
　10.58
同　　左
　12.44
黄根（l）
■13.22
黄檀（2）
13.38
同　左
13.47
同左
　17.83
灰　白
　　（註）鉄量の下根は水浸土色を示す
　黄色系のY1およびY2試料の着色遊離酸化
鉄がもし黄色系のgoethiteのみよりなるとすれ
ば,32,5％硝酸溶液によって容易に脱色する筈
であり，赤色系のR3あるいはR2, Ri試料の
着色鉄がhematiteのみよりなるものとすれば
脱色が困難な筈である。
　実験結果によれば黄色系のYI，Y2は室温に
数日放置したのみでは容易に脱色をせず，また
赤色系のR3) R2) Riといえども全試料を通じ
て15日目迄に急上昇し，それより60日目頃迄は
緩上昇，以後は上昇率がにぶくなる。ただし赤
色系のR3,MIR2などはなお幾分緩上昇の傾向
にある｡100日（R2に於ては160日）で大体全試料
ともに上昇を停止する熟未だ土壌の脱色は完
全ではない。しかし1.2年を経過した試料を測
定すると全試料ともに鉄の溶解量は急増し，土
壌は完全に脱色して灰白色となる｡ただしRIに
於てこの時期の土蛮の水浸色が淡灰一赤檀色に
者色しているのは母材のチャートによる砂粒部
の色であって粘土部分はやはり脱色している。
100日より190日迄溶解かほぽ停止しているのに
かかわらず, 1.2年で溶解量が急増し，試料の
脱色をみたのは，長期間の放置以外に温度の影
響によることが推定される。すなわち実験開始
　　は夏期８月であったが，60日～100日は秋であ
二り19Q日は冬となって溶解能率を低下し, 1.2年
　　を経る時に再び夏のフ月８月を経過して急上昇
　　をなしたものと考えられる。
　　　゛しかしながらlj2年後の完全脱色溶解鉄量を
≒　試料ゐ遊離酸I化鉄揖（硫化ソーター穆酸処理後
　何れも灰白色に脱色）と比較すると，全試料と
　　もに1.2年後の溶解鉄量の方が高い｡このことよ
　・りみると, 32.5%硝酸溶液処理は室温といえど
　　も,｡土座に加えて長期処理あるいは特に夏期の
　　ような高温状態であれば粘土の着色遊離酸化鉄
‥のみならず砂粒鉱物あるいは珪酸塩としての鉄
　　分をも同時に溶解してゆくことが考えられる。
　　ﾂﾞ第三表は夏期室温およびその上下の温度を恒
　‘’温」としてえらび，温度との関係を検討したもの
　･･である。これらの結果によれば室温か20°Ｃか
　　ら25°Ｃ･に上昇しても溶解能率は急増しないが，
　　25°Ｃから高温では温度の上昇とともに溶解能
　　率が急激に上昇することがわかる。
　　　30°Ｃに放置した場合，各試料がその遊離酸化
　・鉄に担当する溶解量を示す時期は黄色系のYa
　　ﾌ,日以内,Y2ほぽ15日，中間色のＭ４～フ日，
　　赤色系のRi30日，Ｒ２ほぽ15日，R3ほぽ15日で
　-r　　　■㎜■1　　　　　　　　・　島って，黄色系の試料の方が赤色系の試料より
32.5%　硝　酸　法　の　適　用
も溶解速度が早い傾向はあるが必ずしも試料の
赤味の順序とは一致しない。なお遊離酸化鉄量
に相当した溶解量に達しても試料は何れも着色
しているのであって，やはり砂分鉱物中の鉄の
溶解か遊行していることかわかる。 25°Ｃ以下
では試料の鉄の溶解能率が低下し，砂分鉱物中
の鉄の溶解も少くなるであろうが，脱色変化も
極めて除々となり肉眼では判別困難となる。
　第三表　　　恒温短期放置溶解鉄量
　　　　　　　　　(Ｆｅ２０３％)
１日 ４日 フ日 15日 30日
かし谷Y,
20°C 0.43 1.24 1.71 - -
25°C 0.53 1.48 2. 10 - -
30°C 1. 17 2.33 2.72 3.42 3.58
38°C 2. 10 2.64 ３．Ｈ - -
天坪Y2 30°C 3. 11 3.89 4.31 4.7レ 4.98
福井(I)M ・ 30°C 3.27 4･67 6.07 7.47 8.40
内原野R1 30°C 1.32 4.04 4.43 4.82 4.98
一　宮R2 30°C 2.02 4.36 5.06 6. 14 ﾌ.16
理井(II)R3
20°C 1.01 3.42 4.82 - -
25°C 1.24 4.20 5.52 - -
30°D 2.26 5.44 ﾌ.23 9.64 11.51
38°C . 5. 76 7.62 9. 10 - -
　Weiser等3）（1935）は塩化第二鉄溶液より作
製した水酸化第二鉄を沸騰水中に放置して老化
させその結晶化の状況をＸ線で解析した。その
結果によれば放置時間とともに水酸化第二鉄は
ゲルから解析線が増化しその強度も強くなり，
色も褐色から次第に煉瓦色に変化し，19時間
目には完全なhematiteに結晶したと云う。依
って筆者らも塩化第二鉄溶液にアンモニア水を
加えてbrown gelを沈澱させ遠心分離機を用い
て水洗によって塩類を除いた新鮮水酸化鉄を試
料となし，これを蒸溜水とともにビーカーに移
し，ビーカーを沸騰しつつある湯煎鍋中に種々
の時間放置し，えられた老化水酸化鉄をFesOa
として250～300mgとなるようにとり, 32.5^
硝酸溶液200mlを加えて室温（放置中最高26°Ｃ）
に一昼夜放置し溶解度をしらべた。その結果は
３
第四表に示す通りである。表中15時間以上のも
のは，他の加水酸化　　第四表　老化水酸化鉄の
鉄老化試料とともに　32.5%硝酸溶液に対する溶
各種試薬に対する溶昌水蓉ﾌﾃﾞ万異j7JWyJ
爽湊４兼と
白肌靉耶宍嘉雄
行して目下実験中で
あり，別報に記載す
る予定であるが，と
もかく新鮮水酸化鉄
は老化とともに赤味
が強くなり, 32.5%
冷硝酸溶液に対し漸
新鮮水酸化
鉄の老化時
間（沸騰水
中）
完全溶解を
100とした
時の溶解比
率
１時間 75.7
３ 53.7
５ 47.8
10 38.3
15 13.4
次溶解度を減じていって，やがてhematiteに
なれば不溶解性になるものと考えられる。
　南部４)(1956)によれば種々の結晶度のｇｏｅ･
thiteを試料とし熱曲線をしらべたが，曲線の形
は結晶度の低いもめから高いものへと変ってゆ
くことを指適している。この結果より推定すれ
ば, goethiteに於ても老化度あるいは結晶度の
相違によって冷硝酸溶解に対する溶解度を異に
することが考えられる。
　無機質土壌の色は赤，褐，黄その他の混合色
であり，全体的にどの色が勝っているかと云う
ことがいえるだけである。岩石から風化によっ
て遊離した鉄が酸化作用をうけて赤，褐，黄色
系の着色遊離酸化鉄となる場合にも, hematite,
Lepidocrocite, goethite などの純粋完全結晶物
が単独に着色を支配しているものとも云えず，
また種々の老化度のものの何れかが含有されて
いる可能性が大きい。この綜合結果が硝酸溶液
に対する溶解曲線にあらわれて来たものと考え
られる。
　　　　　　　摘　　　　　要
純粋なhematiteとgoethiteのみの混在する試
料については32.5%冷硝酸法が両者検定の方法
となるが，土壊中にこれらが含まれる場合には
余り高温では砂粒鉱物中の鉄溶解の危険性かお
り，低温では溶解能率が急に低下する。また土
壊中には種々の老化度のものの何れかが混在し
溶解曲線の判定が困難である。依ってもし土壊
に適用するには一つの補助手段とするかあるい
は更に基礎的な研究と同時に脱色変化を微細に
４ 高知大学学術研究
測定する反射測定器等の装置を併用する必要が
ある。　　　　　　　　：
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